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邦麓スズメガ科幼患の検索①

山本義丸 '
Notes on 5 0 m e  5phingid.Larvae in Japan. Yoshimaru Y d m a m o t o  

邦彦 1 ズメガ科幼議の記載は古く長野(1904)の着色| 来る種類が多い。尾角は第8 腹環節背商後書官民f字置
図言誌を始るとし、しぼしtf諸氏によって行われ、現在| し、一般代穎粒が発遣し、ま? と絢刺を密fて生すもるもの
においては幼虫の判明したもの叫種を越える。然しと| もある。察10渡環節背面の区上板、例j百のE工側板、並
れを系統的に取扱った報丈はまt:主要いようである。筆
者はスズメガ科幼虫にヨいて形議学的研究を実施し、
その策 1報を近い機会に雑誌、生態昆虫 vol.3，No.10 
に事老衰の予定であるが、本篤はその内の検索の章を主
体としてとれに生態的の事境を加え、幼虫のi司定に資
そうと試みた志のである。とと l三取扱う種類の多くは
筆者が雑誌、新昆虫 vo1. 2， No. l - N o .  4  (1949) に
金形図を示し℃随設したととがある。形態の比較研究
に用いた材料が20穫に過ぎねたる意に満たね点が決し
て少くないが、記録や諸丈献を参照して本升iに産ナる
普通@ 種についτは一通 P触れるとととし? と。従って
上記の論文の内容とは大分兵るものとなってはいる
が、重複ナる部分のあるととをお断りしておく。
本論に先立ち、スズメガ科幼虫の研究に関して御指

導、- 御助言を賜った恩締八木誠政博士、 i苛高島春雄
学士、 2主に農林省農業技術研究刃河悶党博士民対して
深甚の謝意を表する。また研究材料を提供せられた諸
氏代感謝ずると尖tて一般各{ 立代対し今後の御協力をお

代前述の前胸背板tては、メ Y ガ芥スズメ族以外の As.
ernanophorae 若手と 5emanophorae 詳のオオスカシ
パにおいては穎主立が著しいが、他の諸族ではほとんE
卒慢である。頭部の駿主立の状富良色ほほζれと} 致して
いる。 E室胸及び尾脚の鈎爪は隊部の外縁Uて列生し、長
短 2種あって交互に生じ、その数は震にJ : って概ね一
定している。ホウタヤクでは約25.本、オオγモブ唖ス
ズメでは約75本を数える
本軍寺の幼虫" f ては体色乃至斑紋i<: 2型又はそれ以上の
多型現象を塁ナるものが多く、 1 裂のみの穫がむじろ
少い。その変異の程度』ては深E警があり、ロスズメ、オ
オスカジパ等では地色の相違K 過ぎ7よしヘが、キイロス
ズメ、ヒメホウタヤ夕、シモフワスズメ等では斑紋の
相違から一見別湿の如き観がある。一般に孝君主誌の多い
斑紋は頭部の縦条、胸部亜背線の条斑、主主Uて腹都1M函
の斜線である。亜背線条斑は前胸背板より尾角K 去る
が、胸部Uてのみ溌現するものもある。腹部の斜線は通
常策1一策8腹濃節vc:7条あるが、時代前後河端のもの

願いする。 Iが不明瞭であったり、 8 条現れる種もある o ウジモY
1. 一般形態 ! スズメ亜科においてはとれらの条斑上代頼粒が発達

一般移議について概説する。 Iし、著しい煩笠が発達し、著しい穎桂列を形成する。
只ズメガ科の幼虫は大形tて成長ナる色のが多く、小 I: t スズメ亜科tておいては亜背線上問良状紋或は小円紋

形の穫で終令Uておいて体長 5 0 mI n 、最大種は 130mm. Iを 1対乃至多数有している o その他背線、気門下線の
を越える。体長tては顕著な刺毛わ生ぜやして肉眼的tて| 条斑或は点紋、方形斑、雲状斑等を有ナるのがある。
は裸出して廃り、第 8渡環節の背商代 1本の尾角を有| 縁色型の幼議が老熟すると背面に顕著な赤補色を帯び
ナる。頭部前斑観ば一般に円形又は亙方形であるが、
ウY モ y;;< ズメ理科』てあっては三角形をなすか又はと
れに3 E : い。胸部各環節ば数条の援織を有して小環節代
分?とれ、 との鍛皇室は Asemanophorae 若手代おいては
特に顕著である o 体表の穎位ば一般Uて微細である
が、ウ Y モy スズメ理科Uておいては著しい類字立を配列
し、顕著な外観を曇ナる。刺毛は頭部腹菌、胸郎、腹
脚‘尾J瑚等tてはやや著しいが、体表代はほとんE認む
べき色のがない。胸部は前方代向って絢まり、前胸は
一般に馨しく小形となり、その背面は皮厚くて厚皮板
を形成する。 5emanophorae 若手Uては後胸及び策 1腹
重量節が膨隆して大く、頭部を後方へ引込めるととの出

る穫が多いが、時代キイロスズメの如く著しい斑紋の.
変化を生じて別種の如く，恩われる場合がある o

幼虫の形態が齢によって変移ナるととは勿誌であっ

て‘本篤は主主齢幼虫を対象としているのでその点考慮
されたい。鱗主望日幼議一般の倒として、初齢幼重量は以
後の色のとかなり著しく異っている o ウy モンスズメ
亜科におい: て色初齢幼議の頭部は円く、メ y ガ芥スズ
メ亜科において色若鈴のちのは顔、位が著しく、また尾
角は端直である o 色彩、斑紋色続皮毎』て主新交ナる色の
であって、また忽然と緑色塑から掲色型代交すzるのを
見る o

①本篇は丈部省科学研究奨励交付金lて止る研究をう一部であるD
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2. 種の稔紫
なるぺ〈系統』て従って検索表を構成し主うと試みた

が、形態未分化の放を以てか意の如くならぬ点、が多
Cephonudes を Semanopllorae 群から分

離しているのは、幼虫形慈tておいて; l Y ガ界スズメ亜
科に類似ナるためである。本主主においては形慈上の特
徴の外民食掌を附記ナβとと lてよって、種の同定』て役
立たしめるととにした。

主己記主主スズメガ科‘
1. 胸部前方への絢まりは著しくなく、努 1腹環節が
特に膨隆ナるととはない。各環節の簸援は比較的
深くて著明。淳皮核tては、メ y ガタスズメ族を除
いて、車買粒が著しい。腹側K 鎖線ある時は、斜線
ばその環節の気門より前上にある0 ・・....(Asemn-
ohorae 若手及び .Cephunodes) 2. 
C本軍宇の幼虫は燭化』て際して繭を作るととな〈、
多〈は地中に告書λして土笥を作る〉

グ 胸部は前方に著し〈絢まる。後胸と第 1 1l支援節が
特代膨隆ナる色のが多い。各議節の鋭壌は浅く不

腹側
の斜線は気門主り後下Lてあ. 0 0 …・…・.(Semanop-
h o m e苦手)9.
〔本群の幼虫ほオオスカミンパ亜科を除き、煽化の
際組い繭を作る3

2. 胸部は金援的にはほとん 2::. 2 f . 掃。頭部は円形に近
〈、大腿lこ数j自の鋸儲を有ナる。……… (Acher-
onfiinae メy ガ昇スズメ亜科ぴ Cephodes) 3. 

P  胸部会般に顕著な穎泣を有ナる。( 時には盈背線 l

にのみ著しい〉。 頭部は三角形に近く、大胞の切
歯部は波状縁をなす。……・CAmbtilicinae ウジ
モシスズメ亜科) 7. 

3. 頭部に条斑を有するo気門下線が条斑を皐ずるか、
色しぐは腹側Iこ奈糠を有ずる。・・ H ・H ・-休日heron-
tiinae) 4. 

1/' i 1 買事告は無紋。気; 門下線条斑なし腹側に斜線色な
い。……:.Cephollodes
C.土丘as Linn岳オオスカ γノマ
〔縁色を基調とする色の( 第 1型〉と褐色を基調と

1 ナる色の( 第2 型) とあり、地表で崎イ七ずる。クチ
ナシの棄を食ナる。〕

4. 厚皮板の穎粒は彼組でほとんE 卒滑。…… (Ach‘
erontiicae .;1 y がタスズメ族) 5. 

1/ P手皮板の頼粒が箸 G い0 ・H ・H ・.. (Spl均 icae グロ
スズメ挨) 6. 

5. 尾角f;t S字形に轡尚し頼i位がやや著し身、。気門下
線に条斑はない 0 ・……Acherontia

、、

A._5tyx 位 at}Jis R-othscllild et Jordan 
メy j n完スズメ

〔緑色を基調とする( 第1書道〉と、務に務褐色の
(第2型〉とがある。ゴマ、ナス、トウガヲシ、 v
ヤガイモ、チ冨ウセ y アザガオ、イガホウズキ等
の薬を食ナる。〕

p  尾角は弧状に下事撃し穎老立は極めて徴絢。気門下線
隆起して屈幽した条斑をなナ。、. . . . . . …Herse
H. c叩 volvu]Linne エピガラスズメ
〔綾舎の( 察1斑〉ととれに黒色部の多い( 策2斑) ， 
と褐色の( 第3斑〉がある。前 2者はF三角費掲色な
みに対し、第 3者では濃黒色 o サツ吋イ毛に普
通で、アサガオ、とルガオの棄も食する。〉

6. 中胸及び後胸の背冨に少数の著明な白色穎濯を宥
ナる@ ………Psilograma
P. menephron incretawa wlker シモプワスズメ
〔緑色のく策1 斑〉と資総色で紫縞色の斑紋多数を
有ナる〈策2 斑〉とがある。食主主は 9 サギ、キ官、
立。 T 、イポ』之、モクセイ、ヒイラギ、オ YJパイ、
オ宮戸ず、キズミ毛ナ、ハシ γィ、ノ守ぜJ カグ
ラ。〕

グ 中潟、主主胸背面に著しい頼粒を有しない0 ・・
...Sphinx 

Butler クロスズメ
〔蛮背線と気門下線の会王涯が著名。背面は赤禍f与
上り主主婦色まで変異あり、また幼時まま色のものを
見る。アカ. . . : " 7 、クロ吋ツの棄を食する。〕

7. 服部に穎殺を密布し、胸部彊背線及び腹倶j斜線に
ーは痕潜列を形成する。……・8.

グ 堕背線上に前胸より尾角に三きる顕著な白色穎粒列
があり、その他の部分は厚皮板及び尾角を除きほ
とんl:;:'卒滑。...・H ・..langia
L. zenzeroides n乱wai Rothschild et Jordan 

オオジ屯 7 1 )スズメ
〔最大種。緑色。頭部慈しい三角形。尾免甚t::短
大。地表で鰯必ずる。守メ、ユワ YJメ、スモモ、
y メイ冨 y ノ、ア y ズ等の薬を食ナる。〕

8. 頭部卵円形でf也寝』て比して円味が強い。胸部の穎
粒は胸部亜背線と斜線を除けば他は極〈絢徴。尾
角ば太短〈、急に籾まり下轡ナる0 ・H ・H ・..Clanis
C. bmneata Walker 干ぜイロ 1 ズメ

• (キ言葉緑色。ノ、 q ェY ，; y ュ、ハギ、ダイズ等の薬を
食する。〕

グ 頭部三角形をなし前面やや馬卒、側方の条斑に治

顕著。尾角はやや細長い。斑紋は白色鮮明…・・・
... Smerin thu5 
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S. planus Walker 亨ナ Z ズメ
C稔色。気門周辺lこ紫色の小斑紋を有ナる色の
(察2 型〉がある。担割ヤテギ、ジグ V ヤナギ、キ
ョヤナギ、ポプラ、} " . ロ、ヤマテラシ等の葉を食
ナi5 o )  

グ 頭部三角形、前首は丸球を帯び、側面も波を形成し
ない。胸部の頼主立は接? ゴ顕著。尾角は細長い。-

......…M a r u m b a  
(a) 頭部は縦長藩じく、頭騎: 頭高〈頭演q 点一大
腿端〉は 11:140 区上叙の後角は60皮を越す。

尾角は頭高より透に長い。ι ¥  
M .  gaschkewitschiiech叩 hron :Boisduval 

モモコミズメ
〈緑色の〔策 11謹〉と、事務に実しい安色で赤褐色宝避
を有する( 策2 型〉がある。食事は守メ、 エワ守
メ、ヤT プ今、. : e : 号、サクラ、ぜワ、テγ考つ1'":;/
ズ、カイ1"''1 1等。〕
(b) 頭部は1 ' > や幅広く、側面の丸除額く、頭騎: 頭
予言は 19:230 区上板の後角は嬰60度。尾角は頭高
よりやや短かい0 ・
M .  sperchius Menefries タナパスズメ
〔緑色。タ宮、グヌギ、テラ、カγ、ジイ等の索
を食する。〕

グ 未? ゴ比較研究の機会を得ないが、 ζれらに類する
ちの民主役の穫がある。体表の頼主立は中庸。

(a) C al1alllb喧yFtataihoJYi Bremer at Grey 
'TJ:;/モ:;/:;<ズメ

〔稔色。背線及び尾角赤褐色。白色の 7 斜線、赤
褐色に総l : ' られる。ケヤ寺、- < = t . ミの棄を食ナ
る。〉

(b)Parum 句 lli高ata Walker ギ y ボシスズメ
〔事長色。背線紫褐色。尾角稔色。 7 斜線黄色 O .司

君ゾ、カタノキの薬を会ナる。〕
9. 彊背線上に限状紋又は小円紋を有しない。……

…(PhiIa m pe1inae タルマヌズメ亜科) 10. 
"  ! ! 至背線ムに限状紋又は小円紋を有ずる。後胸及び
第 1腹主義節は膨隆ナる 0 " ・H ・

•.. (Chaerocampin ea コエズメ箆科) 13. 
グ 前出の CePhodes と共に Sesiinae オオエカシ
パ亜科を形成するものであるが比較研究の機会そ

O. 望書 1腹環節が特に膨隆するととはない。尾角は端
E主である 0 ・H ・H ・..11

J  第 1 腹環節が膨隆し Chaerocampinae に類ナる。
尾角は比較的大短くて下簿ナi5 0 ………12

11. 尾角ば細長くて、頭高の4倍長ある。体に雲状斑を
キ言:;r-る。……… Gurelca
G . m a弓uriens sanfaica :Bufler ヒメホ 'fJ>J'ヤグ
〔暗紫色を基調とする( 第1裂〉と、賀補色を基調
として培紫褐色を者ナるて宣言2型〉と資総色に暗紫
縞色の斑紋を有ナるf焦 3型〉公ある。尾角はいす写
れ色紫反色で黒色絢東jを密生する。へJ J Y カグラ
の薬を食ナる。煽イbに際い食掌二bで薬を緩合せ
て粗い蔚を作る独特の習性を有ナる。〉

グ 尾角は比較的太〈、頭書誌の3倍長に主主しない。体に
禁状斑なく、車背線の条斑が芳朗なものが多い五

…H ・H ・Macroglos四 m 昌
(il) 践闘の基笥に蒸色の細い線斑があり‘脚のタト半
商を潟る。隊部の鈎爪の数は30- 32 0 尾角ば高高
の2.5倍長余。 …....... 

:Butler ホγホウタヤグ
〔費補色に紫を帯び、胸瑚費燈色のく察1型〉と、
資緑色で・胸澗腿節側面が黒色をなナ( 第2丞のがあ
る。食事はヘク Y カグラ。 3

(b) 腹脚の基節外商に黒色の短小誕を有ナる。鈎爪
の委主は23-25。尾角は頭高の1;3倍長。.....・H ・-
Mstellatarum Linn品ホ- g ! 7ヤク
〔緑色。胸脚f音色。食掌はカ Y ラ-<'7ノ可。〕

(c) 比較研究の機会を得ないが、同属の近似穫に次
のものがある q
M .  bombylans :B oisduval ヒメクロホウグヤク
〔資褐色の( 第 1型〉と緑色の( 策2型〉がある。食
掌はアカキ。〕
Mムヰ2記 Butler グロホ守三Y 予グ
〔資緑色。ユズ 9 ノ、の棄を食ナる。

12. ] 旬脚基節の後苗及び側方ば紫褐色ををなし、後胸
から繁1腹環節に豆り紫褐色の新月形王涯を有ナる口

・…..A  COSrn eryx 
A. castanea Rothschild et Jordan 

グロク.:e:スコtメ
〔責務色に費色小斑を密布する。ヤプガラν、プ

得ない志のに次の属がある。 I 下、曹、ノプず 1フ.ッ n 撃を食する o )  
(a) Walker I  11 胸脚基節側方に IJ、形の資色王涯を有ナる。…

スキノマホ-g! 7ヤ JJ. …AmpeJophaga 
( 緑色。腹側に前上より後下に走る渡補色の街粂! と』訟己旦a Bremer et G吋クル T ユズメ
がある。牡背線淡黄色、その背裁に褐色点を列ナ( 黄緑色. 全面に資色点を散布ナる。ヲ夕、プド
為。限状紋はない。尾角暗紅絹色。オミナエシ， 1 ' T J 等の薬を食ナる o ー

アカキ， : ; < イカグラ等の食掌が知られている。) I  13. Chaerocampinae の藷属は互に酷似して庭り. 現
- 8 -



在の所とれを分離するととが出来ないので一括ナ
るo Theretra， Pe1"gesa， Rhagastis， Celerio 等
がとれに属ナる。

(a) 尾角は細長ぐ S字形に著書崩し先端尖る o i!買高の
2.7 倍長余ある。第1. 第2. 第3. 腹濃節の限状紋が
馨し < ，後胸並に第4. 第5 腹環節に毛小点紋を有
する。-
五japonとき DeL'Orza コスズメ
〔務色0;(第 1型〉と、褐色の( 第 2型〉があり、赤
褐色ー稔補色のZ医薬がある。尾角ば主主に赤禍色。
食事はヤブガヲ V " プ Y 守/ プ下方: r . ピグ
介、ツ Jヌ. 司サヨイグサ。〕
(1) 尾角は伽j局L . ，側面観は幅広い。頭高の 2倍
長弱あって下養子ナる。第1 . " 第2:腹濃節に中心点の
ない限状紋( 小問紋] を有する。. . . ・H ・..

Drury 寺イロスズメ
〔緑色の( 第1 型) と、棒縞色に細かい補色斑を有
ナる( 第 2型〉とがある。尾角は共に資褐色。ヤ T

ノイモ、ツクヰイモ、オュ γコ百等の棄を食ナ
る。〕

(c) 尾角は細長〈端直. 頭高の 2.2 1 ' 音長会。胸部に
約 9 対のノト点紋‘第1. 第2 腹環節に複雑な限状
紋、続いて第 7 渡環節まで・大形円紋を列ナる 0 ・・・
T. olde111an<Iiae Fabricius セスグスズメ
[ 黒色を基調とする( 第 1型〉が多いが、稔色乃三笠
褐包の志のもある o 食事はサ干イモ、カラスぜジ
ヤ夕、テンナ y シヨ TJ ，ヤプガラ γ、ホ守センカ

等。〕
(d) 尾角Lt甚1:短小で・頭高之ほとんE 等長. 強く下
童書ナる。第1. 第2 腹環節に芳しい限状紋があり、
中に半月環を蔵ずる。第 3 ー第 7 援環節には続い
て蛮方形紋を列する 0 ・
と丘底辺以ew;s; DeL'Orza ペ a スズメ
〔褐色重量(第 2 )型が多いJ . : うであるが、褐色型( 第
1主主) もある。食事は古 Iプラマツノ宅、 ミ;7.r-ギ、
吋ツ司イグサ、ホ TJセy カ、三時ヅ官ブキ等。また
プド TJ 、スカジ界ゴポ TJ 、ジ官ヅメ J7 サ等の記録
色ある。〕

(e) 尾角はやや長〈して下簿。告書 1腹環節に唯1対
の頗る著明な眠状紋を有ナる。…- …・・
R. monoliana Bufler t:ロ守}";>¥ズメ
〔褐色。然し、殺色型もあるものと推定ナる。背
部に暗色の菱形紋を蓮ね. 或る姿勢をとると '<"A

V の頭部を怠わせる。食事はツ界、プ下、 TJ. ヤプ
ガラ y 等。〕

(f) ま7ゴ研究の機会をもたぬが. 中胸より第 8 .1!気環
量百に亘って円紋を列する。尾角下著書して赤色 0 ・
♀ ga11i Rotte油 ury イプキエズメ
〔黒褐色に陪紋資色。食事はカ Y ヲマヅパ嘗その他
γロツメゲ4 j - 、コぇカジ男ゴポ守の記録もある o )  

以上に取扱ったものは20属26種であるが、ま1:との
外に本州に稀ではない穫が若干ある o 然し幼虫を入手
したととがなく、丈献の記載も不明確で所属位置を決
定し難いので省暮した。

シモフリスズメ (第 2型)

1 . 前胸背板、 2. 頭部、 3. 口器、 4. 胸湖、 5. 腹脚、 6. 気門、 7. 尾脚、 8. 紅側板、 9. H工上板、 10. 尾角
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